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１，問題意識
私は塩竃生まれ塩竃育ちである。２２年間塩竃の地で生活をしてきた。ゆえに塩竃という町に愛着もたくさんある。塩竃という町はみなと町であり、神社が有名である。そしてもう一つ忘れてはならないのが「よしこの塩竃」である。よしこの塩竃とは、塩竃でのお祭りや盆踊りなどで踊られるものであり、小学校や中学校などでも取り組まれている。私も物心つく前からこの踊りを踊らされていた。というのも、塩竈では小学生は必ず子供会に所属することが義務付けられているが、その子供会ごとに開かれる盆踊りとして踊っていたからである。
　今回疑問を持ったのは「なぜよしこの塩竃は塩竃で浸透することができたのか」ということである。
先ほども述べたが、私自身幼いときから踊っていたためごく当たり前のことだと考えていた。塩竃の人であれば知らない人はほとんどいないといえるほどの認知度である。そのようなよしこの塩竃が浸透した理由、そこには塩竃という地域の地域性との関わりがあるのである。
　近年、地方都市では町おこしの

一環として踊りや祭りを行うところも多い。しかしそういった類のものには押し付けられた文化のようなものも少なくはないのである。そのようなものは決して地元の住民に愛されるわけもないのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本論文ではよしこの塩竃を題材にして、文化を受容するとはどういうことなのかについて考えていく。
２，論文の構成
はじめに

第1章 塩竃市の概要

第2章 祭りとよしこの塩竃

第3章 よしこの塩竃と人々の関わり
第4章 継承された踊りとされなかった踊り

第5章 踊りの浸透と地域性の関わり

おわりに

　まず、はじめにでなぜこの論文を書こうと思ったのかという導入の部分を述べる。

　次に第１章では塩竃市とはどういった町なのか、みなと町である塩竈の性質、さらに現在の塩竈、過去の塩竈を含めて概要を説明していく。
　第２章では祭りとよしこの塩竈と題し塩竈にある３大祭り、帆手祭り、花祭り、みなと祭りについて述べる。それに加えてよしこの塩竈の元になった塩竈甚句について説明し、よしこの塩竈への変容について、さらに塩竈甚句というものがどこから来たものなのかいついても記述していく。

　第３章では実際のインタビュー
を踏まえて、よしこの塩竈と塩竈の人々がどのように関わっているのかについて述べていく。塩竈よしこの連という踊りの団体や小中学校の参加についてもここで触れていく。
　第４章では塩竈おまつり音頭というよしこの塩竈とは逆に継承されずに消えていってしまった踊りとの比較、高知のよさこい祭りとの比較を通してよしこの塩竈の位置づけを確認する。

　第５章では踊りの浸透と地域性の関わりとして、文化を受容するとはどういったことであるのか、文献をもとにしてよしこの塩竈はその中でどのような機能を持つものなのか、について考える。さらによしこの塩竈が塩竈で浸透し得た理由を答えていく

　おわりにでは全体を通して、よしこの塩竈がどのようなものなのか論理的に考察し、最後の結論とする。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　         
